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福岡ベルエポック美容専
門学校

平成16年3月25日 田中　浩一

〒812-0033
福岡県福岡市博多区大博町4-17

＇電話（ 092-282-9100

＇別紙様式４（

平成30年 9月1日※１
＇前回公表年月日：平成28年5月31日（

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦

〒134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号

＇電話（

文化・教養 文化・教養専門課程 ブライダル科
平成22年文部科学省

告示第152号
-

学科の目的
専門技術のみならず、多様な個性に対応できる感性、創造力、コミュニケーション力、情報力を有した社会に有用な人材を育成する。ブライダルのプロとし
て必要な人間力と現場力を身に付けたブライダル業界のオールラウンドプレイヤーとなることを目的とする。

03-5878-3311
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数＇生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1845時間 1485時間 540時間 180時間

学期制度
■前期：4月第2週～9月第5週
■後期：10月第1週～3月第5週

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

定期テスト＇中間テスト・期末テスト（および小テストの成績で
総合判断とする。

80人 54人 0人 6人 9人 15人

長期休み

■学年始：4月1日～4月第1週
■夏　 季：7月第4週～8月第4週
■冬　 季：12月第4週～1月第1週
■学年末：3月第3週～3月第5週

卒業・進級
条件

　学年ごとに修了すべき教科科目の授業に7割以上出席し
ており、試験に合格している者は科目修了の認定を受け、
卒業進級判定会議にてその成果が修了認定すべきものと
認められた場合、卒業または進級認定を受ける。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 　学生スタッフ活動＇オープンキャンパスでの来校者対応で
接客力を学ぶ（、学園祭および体育祭実行委員、業界と連
携した企業プロジェクト等　長期欠席者への指導等の対応

　保護者を含めた面談による指導
■サークル活動： 有

結婚式場・ブライダル関連企業

： 92.7
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　： 38 人

時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

　求人案内、履歴書作成支援、就職模擬面接、
　学内企業説明会の実施

■卒業者数　　　　　　： 41
■就職希望者数　　　： 41

主な学修成果
＇資格・検定等（

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
＇平成29年度卒業者に関する平成30年5月1日時点の情報（
アシスタントブライダルコーディネーター検定
ネイリスト技能検定試験3級
山野流　着装　初伝・中伝
ボディジュエリスト協会3級
JESCコミュニケーションスキルアップ検定
おもてなしマスター検定

■自由記述欄
学園グループの美容コンテストの全国大会にて、ブライダル
フォト部門で受賞

平成29年4月1日時点において、在学者71名（平成29年4月1日入学者を含む）
平成30年3月31日時点において、在学者65名（平成30年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

　経済的事情、目的意識の低下、人間関係

就職等の
状況※２

■就職率　　　　　　　： 92.7

平成30年5月1日

■主な就職先、業界等＇平成２９年度卒業生（

■中退防止・中退者支援のための取組

　中退防止：担任・学科長・スクールカウンセラーによるカウンセリング
　中退者支援：グループ姉妹校への再入学、自校内学科への転科の実施

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　希望者に対し特待生試験を実施し、採用者には授業料の一部を減免している。＇家庭の経済状況は考慮していない（

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　　　 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

＇評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ（

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.fbe.ac.jp/

http://www.fbe.ac.jp/gakka/biyo


種別

①

③

田中　浩一 福岡ベルエポック美容専門学校  学校長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

岩村　勇 福岡ベルエポック美容専門学校  統括本部長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

菅原　大輔 福岡ベルエポック美容専門学校  事務局長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

仁村　将大 福岡ベルエポック美容専門学校  教務部長・美容師科学科長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

鬼丸　春菜 福岡ベルエポック美容専門学校 ブライダル科担任
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（日野　忠大 福岡ベルエポック美容専門学校  ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長

平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（福岡ベルエポック美容専門学校  ブライダル科学科長新島　佑介

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員＇１企業や関係施設の役職員は該当しません。（
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

＇開催日時（
第１回　平成30年6月20日　15:00～17:00

西村　可奈 株式会社渕上ファインズ　HR/ヒューマンリソース
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

古島　昭博 学校法人 滋慶学園  常務理事
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

平成30年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

１．「専攻分野に関する企業、団体等＇以下「企業等」という。（との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育
課程の編成を行っていること。」関係

＇１（教育課程の編成＇授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。（における企業等との連携に関する基
本方針

　教育課程編成委員会において業界ニーズを把握した上で、卒業後3年後の到達目標＇養成目的（と卒業時における到
達目標＇教育目標（を設定し、カリキュラム編成を行っている。

＇２（教育課程編成委員会等の位置付け

　本校の教育課程編成委員会は、学校関係者評価委員会による評価内容を基に教育内容、教育方法の客観的評価と
改善提案を行う。この改善提案は企業連携のもと、実践的かつ専門的な観点から業界から求められる教育について検
討する。本委員会にて提案・助言があった事項については、教務部長が中心となり、本校FDC、当該学科職員と共にカリ
キュラムの構築や教育内容の改善・工夫を行う。

＇３（教育課程編成委員会等の全委員の名簿

金井　良子 ㈱ﾘｸﾙｰﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ ﾏﾘｯｼﾞ&ﾌｧﾐﾘｰ事業部 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ総研　研究員
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

＇４（教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期
■年間開催数：２回　　■開催時期：６月、９月

第２回　平成30年9月19日　15:00～17:00

＇５（教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　専門教育に関しては授業カリキュラムから産学連携での実習までの中で学生の成長を促進していく為の取り組み方や
手法を助言を頂戴した。また、今後の入学してくる学生の傾向を分析、共有をして頂き、教育・広報に対して短期的視点
の対策から中長期的視点の対策までの計画をたてた。



株式会社サンケイプランニング
結婚式の現場に入りスタッフ目線で体感し、結婚式のイ
メージを具現化する

ブライダル業界関係者や卒業生からの講話や会社説明
会を通して、業界理解を深める

株式会社アルカディア

ブライダル業界関係者や卒業生からの講話や会社説明
会を通して、業界理解を深める

株式会社渕上ファインズ

株式会社ゆきざき業界研修
ブライダル業界関係者や卒業生からの講話や会社説明
会を通して、業界理解を深める

IKK株式会社

プロフェッショナルへの道

人生について理解を深め、結婚・家庭づくりの知識を広げ
るライフデザイン講座

国登録有形文化財で歴史ある会場の新規顧客獲得対策
についての講話。また卒業生2名による講話

リクルートブライダル総研　　　　　　　　　　　　　　　　　

博多百年蔵

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習＇以下「実習・演習等」という。（の授業を行っていること。」関係

＇１（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　建学の理念にも掲げている実学教育の実現のため、即応力を身に付けるために企業と連携をして教育提携を結び、
実践的な技術教授のための授業内容を構築する。また業界外部講師を招聘し、業界ニーズに応えられる実践的な技
術・知識を学生に提供することを基本方針とする。

＇２（実習・演習等における企業等との連携内容

　美容業界の実務者と実習ならびに演習授業における教育目標、授業実施方針、評価の基準点などを事前に打合せを
実施し授業の質の均一化を図る。また美容関係業界の実務者による実習指導の実施を通じて卒後即戦力となる技術の
享受を行う。さらに定期的に科目連絡会を実施することで指導内容を精査し産学協同の質の高い授業を展開する。

＇３（具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

サービスホスピタリティ
スマイルトレーニング「こころ」を変え、ヒューマンサティス
ファクションを手に入れる0.5秒の印象力を身につける

株式会社パシフィック　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ダイナーサービス

ウェディングプロジェクト
2年次の集大成として学生たちがプロデュースする本物の
結婚式と1年次に行う初めての模擬結婚式

株式会社エスクリ

プロフェッショナルへの道 感動の創り方についての講話 株式会社サプライズモール

ウェディングプロジェクト
2年次の集大成として学生たちがプロデュースする本物の
結婚式

株式会社アルカディア

プロフェッショナルへの道

プロフェッショナルへの道

第1回目就職セミナー：グループ面接実践編　　　　　　　　　
　　　第2回目業界セミナー：会場見学、職業理解講話

現場実習

業界研修

業界研修



ウェディング業界における最新のドレス・メイク・コーディネートについて学生指導における情報知識蓄積を目的とする。
株式会社　スマイルディーシー主催　ワキリエ　トーク＆ブライズスタイリング　講習会　2018年9月30日予定
ウェディング業界の現状とこれからを知り、ブライダル総論、ブライダルビジネス実践論、実際の新規接客の進め方な
ど、各社に共通するサービス人材育成に活かす。
BIA　フレッシュパーソン・ブライダルサービス・セミナー　2018年9月27日予定
ウェディング業界より支持されている企業より戦略を学び産学連携に活かす目的　BIA/KBC/BMC主催　ブライダルアカ
デミー2019年10月予定

昨今のブライダル業界におけるコンプライアンスの対応について、美容師法、著作権、クーリングオフについて情報を確
認し、実習や演習授業に活かす目的とする。
・ブライダル法務セミナー＇著作権と美容法について（　5/22＇火（14：00～17：00　ウェディングアイランド　マリゾン
アシスタントブライダルコーディネーター検定の変更による、学習指導および卒後支援を踏まえた目的とする。
・公益社団法人日本ブライダル文化振興協会より】 ブライダルコーディネーター技能検定試験説明会8/24＇金（16：00～
17：30　九州観光専門学校

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

＇１（推薦学科の教員に対する研修・研究＇以下「研修等」という。（の基本方針

　学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法の改善ならびにクラス運営方法の向上、マネジメン
ト能力を含む指導力の向上を研修の基本方針とする。

＇２（研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

　一般社団法人 滋慶教育科学研究所と連絡し、教授方法、学生支援・指導方法に関する種々の研修に参加をしていく。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

＇１（学校関係者評価の基本方針

　自己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で教育機関と
しての学校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにする。この助言を受け学校は
PDCAサイクルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本方針とする。

＇２（「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

②指導力の修得・向上のための研修等

　教授力、指導力の向上を目的とする研修については一般財団法人 滋慶教育科学研究所と連携し、個々の教育経験、
在職期間等を考慮し、それぞれの対象に応じた教職員の研修を行い、研究にも参加している。

＇３（研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

＇３（教育活動
目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
資格・免許取得の指導体制、教員・教員組織

＇４（学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価

＇５（学生支援
就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
保護者との連携、卒業生・社会人

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
＇１（教育理念・目標 理念・目的・育成人材像

＇２（学校運営
運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システ
ム、

＇９（法令等の遵守
関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、
教育情報の公開

＇１０（社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動
＇１１（国際交流

＇６（教育環境 施設・設備等、防災・安全管理
＇７（学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金
＇８（財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

※＇１０（及び＇１１（については任意記載。



種別
卒業生
代表
保護者
代表
高等学校
関係者
地域
関係者
業界
関係者
業界
関係者
業界
関係者

金井　良子 ㈱ﾘｸﾙｰﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ ﾏﾘｯｼﾞ&ﾌｧﾐﾘｰ事業部 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ総研　研究員
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

緒方　絵美 株式会社渕上ファインズ　HR/ヒューマンリソース
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

大島　弘枝 福岡市大浜公民館　館長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

小副川　貴久 有限会社　ロビン　代表取締役社長
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

北村　孟 Votan Hair Design　代表
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

髙田　智子 美容師科１年生　保護者
平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（

田中　眞太郎

＇３（学校関係者評価結果の活用状況
　専門教育に加えて商業知識やコミュニケーション力を高める教育や、職員に対する研修についてもその充実を図るよう
要望があり、早速、カリキュラム変更の検討や職員向け研修について受講内容・対象職員の計画を立てるようにしてい
る。
　また教育内容に関しては一定の評価を頂けたが、就職支援においては離職率に関して在学中からの学生への就労教
育について更なる充実を求められたので、この意見を今後の教育に反映させていく。
＇４（学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　平成30年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

平成30年4月1日～平成31年3月31
日＇1年（福岡県立香椎高等学校　校長

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　＇例（企業等委員、PTA、卒業生等

＇５（学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
＇公開方法：ホームページ　　公開時期：委員会終了後随時　　　（
URL: http://www.fbe.ac.jp/wp-content/uploads/concept/2017/jyouhou/housaku.pdf



＇１（企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　本校の情報提供は基本的にはホームページを通じて行っている。これは企業をはじめとする業界諸氏についても同様
である。提供する情報については学校の紹介に始まり平素の学校教育について、その取り組みを配信している。これに
より企業等との連携が生じ、学校教育や就職の支援などの充実につなげていくことを基本方針とする。

＇２（「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

＇１（学校の概要、目標及び計画 開校の目的、建学の理念

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状
況に関する情報を提供していること。」関係

URL: http://www.fbe.ac.jp/concept/jyouhou
■本校ホームページにて公開

＇５（様々な教育活動・教育環境 教育活動、企業プロジェクト、校舎･設備紹介
＇６（学生の生活支援 学生寮・１人暮らしサポート、就職サポート
＇７（学生納付金・修学支援 学生納付金情報、学費サポートシステム

＇２（各学科等の教育 各学科の入学定員・養成目的、教育システムとカリキュラム体系
＇３（教職員 教職員数

＇４（キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取り組み、実習・実技、企業との連携紹介、就職支
援の取り組み

＇１１（その他 社会との取り組み＇産学連携（、災害時非常煮の対応
※＇１０（及び＇１１（については任意記載。
＇３（情報提供方法

＇８（学校の財務 決算書、監査報告書
＇９（学校評価 自己点検・自己評価、学校関係者評価
＇１０（国際連携の状況 国際交流
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○
ウェディングプロ
ジェクトⅠ.Ⅱ

結婚式や企業プロジェクトなど現場実習を
通して現場力を学ぶ。

１
前
2
後

180 12 ○ ○ ○ ○

○ PCスキル
ブライダル業界で必要なパソコン操作の基
本スキルを身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
ウエディングプラ
ンニング

模擬結婚式/本物の挙式/本物の結婚式にむ
けて全知識と技術を集約し、進行表作成と
確認作業を行う。

１
通
２
通

120 8 ○ ○ ○ ○

○
フラワーアレンジ
メント

結婚式で飾られる花の種類の基礎知識習得
からブーケの作り方なでを習得する。

２
通

120 8 ○ ○ ○

○
ステージエフェク
ト

結婚式に関わる演出効果（ＢＧＭ/照明等）
を理解し、知識・技術を習得し、ペーパー
アイテム（招待状/席次表等）を把握しお客
様に合ったものを作成できるようになる。

１
通
２
通

120 8 ○ ○ ○

○
ブライドメイクⅠ.
Ⅱ

花嫁様のメイクアップの知識と技術を身に
付ける。

１
通

120 8 ○ ○ ○

○ ヘアアレンジ
花嫁様のヘアアレンジの知識と技術を身に
付ける。

１
通

120 8 ○ ○ ○

○ ブライダルネイル
ブライダルネイルの知識と技術を身に付け
る。

１
通

120 8 ○ ○ ○

○
トータルコーディ
ネート

テーマに合わせたドレス/ヘア/メイク全て
のコーディネートスキルを身に付ける。

２
後

120 8 ○ ○ ○

○
ド レ ス コ ー デ ィ
ネート

ドレススタイリストの役割を知り、ドレス
コーディネートに関わる基礎的知識を習得
する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
フィジカルトレー
ニングⅠ～Ⅲ

ピラティスのレッスンを通し、心身のト
レーニングを行う。

１
後
２
通

90 6 ○ ○ ○

○ 山野流　着付
和のファッションの代表として、基本的着
付けの技術と知識を習得する。

１
後

60 4 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程　ブライダル科）平成30年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ ボディジュエリー
ボディジュエリストとして必要な基礎知識
～基礎技術・3Ｄ・クロスアート・ウエディ
ング・和柄テクニックを習得する。

１
前

60 4 ○ ○ ○ ○

○
スキルアップ講座
Ⅰ～Ⅲ

社会（現場）で通用する人間力を身につ
け、おもてなしの精神を知る。効果的なコ
ミュニケーション力を理解し、検定合格を
目指す。

１
前

75 5 ○ ○ ○

○
サービスホスピタ
リティ

現場で必要不可欠なホスピタリティマイン
ドを意識し、基本的なサービススキルを習
得する。

１
通
２
前

90 6 ○ ○ ○ ○

○
ビジネススキルⅠ.
Ⅱ

社会人として必要なセルフプロデュース力
を身につける。

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

○ 就職講座
内定に向けての基礎知識・スキルを身につ
ける。また各企業採用計画を知る。

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
プロフェッショナ
ルへの道Ⅰ～Ⅲ

ブライダル業界のプロになる為に必要なマ
インドを知り、ブライダル業界全般の現状
や職種を知る。

１
前
２
通

90 6 ○ ○ ○ ○ ○

○ 導入教育
プロからの講演を通して個々の目的意識
（職業意識）を高める。また、学科行事を
通して主体性・協調性を身に付ける。

１
前
2
前

150 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 国際教育
海外アーティストから知識・技術を学ぶこ
とで、美容に対する視野を広げ、国際的な
センス（感性）を身に付ける。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 現場実習

結婚式の現場にサービススタッフとして立
つ事で結婚式に携わるスタッフ・モノの役
割を知り、“感動”をスタッフ目線で体感
する事で結婚式のイメージを具現化する。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○ ○

　　　21科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（学則より抜粋）
第22条 第2項 学校長は卒業・修了の認定を行うために、学校長及び学校長が指名した者よ
り構成される卒業進級判定会議を開催し、審査の上判定する。この場合、所定の教科課目及
び所定の単位数または授業時間数を履修し、その成果が修了認定すべきものと認められる場
合、卒業または進級認定をしなければならない。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 1845単位時間( 123単位)
卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


